
　 1月 7日、木津川河川敷運動広場で、新春を飾る

平成19年消防出初め式がおこなわれました。 

　消防団員や町内の自衛消防隊員ら約330人が参加し、

厳しい寒波のなか、各分団が力強く行進。式典のあ

と、一斉放水をおこない、安全で安心なまちづくり

の決意を新たにしました。 

決意を新たに力強く行進 

久御山町成人式など 
みんなの広場 

いきいき健康教室の参加者募集など 

町内巡回バスの新運行内容など 
行政ニュース 
期限内に申告しましょう 
確定申告 

INFORMATION

伊勢参宮道中記（2） 
ふるさとの旅日記 
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
前
年

の
１
月
１
日
か
ら
12 
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を
自

分
で
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
期

限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
て

申
告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税

を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

確
定
申
告
の
前
に
、
所
得
に
漏
れ
が
な
い

か
、
控
除
す
る
た
め
の
証
明
書
な
ど
、
申
告

に
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を

前
も
っ
て
確
認
し
、
申
告
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

②
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合
 

③
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合
 

④
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
（
大
規
模

な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合
 

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
所
得
税
額

か
ら
一
定
の
金
額
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

⑤
平
成
18 
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
場
合
 

 
還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
、
す
で
に
宇
治

税
務
署
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際

に
は
源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
 

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
 

①
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
農
業
所
得
、

営
業
所
得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
で
、

平
成
18 
年
中
の
所
得
の
合
計
金
額
が
、
基

礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
 

②
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
 

③
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
人
 

④
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
 

⑤
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
 

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
2
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
た

め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
 

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
医

療
費
控
除
と
し
て
、
次
の
金
額
を
所
得
金

額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

B Ａ Ａ 

B

医
療
費
控
除
の
計
算
方
法
 

　
支
払
っ
た
医
療
費
の
総
額
か
ら
生
命

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
引

い
た
額
 

　
10 
万
円
ま
た
は
所
得
金
額
合
計
の
5

㌫
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
 

　
　
　
＝
医
療
費
控
除
額
（
最
高
2
0
 

 
0
万
円
）
 

医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関

別
・
受
診
者
別
に
整
理
し
て
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 
平
成
18 
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
・
府
民
税
の
申
告
が
2
月
16 
日
F
か
ら
始
ま
 

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
15 
日
E
ま
で
で
す
が
、
期
限
が
近
づ
く
と
税
務
課
や
宇
治
税
 

務
署
の
受
付
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
 

た
、
確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

申 告 期 間 

申 告 会 場 

平
成
19 
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
て
、
前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
や

給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

勤
務
先
を
通
し
て
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

税
務
課
で
は
、
平
成
17 
年
中
の
所
得
状
況

を
も
と
に
、
町
・
府
民
税
の
申
告
書
を
送
付
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個
人
事
業
者
の
平
成
18 
年
分
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
4
月
2
日
b
ま
で
宇
治
税
務
署

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

受
付
窓
口
は
一
時
期
、
所
得
税
の
確
定
申

告
と
重
な
り
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

税
務
課
ま
た
は
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4

（
4
4
）
4
1
4
1

し
ま
す
。
平
成
18 
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

人
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
平
成
18 
年
中
に
久
御
山
町
に
転
入

さ
れ
た
人
に
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が
必

要
か
ど
う
か
、
所
得
状
況
の
お
尋
ね
を
兼
ね

て
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

確
定
申
告
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告
書

の
提
出
が
な
い
と
、
後
日
、
住
民
税
の
課
税

証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
 

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】
 

①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書
（
税

務
課
に
も
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
税
務
課
か

ら
送
付
さ
れ
た
町
・
府
民
税
申
告
書
 

②
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
、
売
買
契
約
書
な
ど
）
 

③
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

損
害
保
険
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費
・
寄

附
金
・
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
な
ど
） 

④
印
鑑
 

⑤
還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
先
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
 

【
申
告
会
場
】
 

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
　
　
　
宇
治
税
務
署

（
〒
６１１
‐
００３３
宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ
尻
60
の

3
）
ま
た
は
税
務
課
 

▽
町
・
府
民
税
の
申
告
　
　
　
税
務
課
 

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
送
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

土
地
・
建
物
に
か
か
る
譲
渡
所
得
や
退
職

所
得
に
つ
い
て
は
、
分
離
課
税
扱
い
と
な
り
、

税
務
課
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

宇
治
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

宇
治
税
務
署
で
は
、
2
月
18 
日
a
・
25
日

a
も
申
告
書
用
紙
の
配
布
や
申
告
相
談
、
申

告
書
の
収
受
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

宇
治
税
務
署
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

ご利用ください 

宇治税務署では、下表の日程で所得税に関する 
確定申告の相談や、年金所得者などの 

申告相談をおこないますので、ご活用ください。 

▼確定申告相談 
午前9時30分～午後4時 

午前9時30分～午後4時 

（譲渡所得・贈与税・相続税の相談は除く） 

※丹波橋会場は駐車場がないため、公共交通機関をご利用ください。 
※いずれの相談も土・日曜日、祝日を除く。 

▼個人事業者対象の確定申告相談 

午前9時30分～午後4時 

▼年金所得者対象の相談 

午前9時30分～午後4時 

▼還付会場 

会　場 

宇治市産業会館 

八幡市文化センター 

木津町中央交流会館 

2月1日e～23日f

宇治市産業会館 2月26日b～28日d

城陽市福祉センター  2月20日c～22日e

2月15日e～27日c 
［21日dを除く］ 

1月31日d～2月14日d

日　程 

会　場 日　程 

東宇治コミュニティセンター　 2月15日e

宇治市立西宇治体育館  2月21日d

城陽市福祉センター  2月5日b・6日c

京田辺市コミュニティホール 2月5日b～9日f

会　場 日　程 

還付相談センター丹波橋会場 
くれたけ文化センター 2月1日e～9日f

還付相談センター四条烏丸会場 
池坊学園アッセンプリホール 2月1日e～28日d

会　場 日　程 

⇒ ⇒ 

宇治税務署 
申告会場 

至京都 至京都 至京都 

総合案内 

情報公開 
コーナー 

ロビー 

階段 

南側玄関 

会計課 

トイレ 

エレベーター 
至奈良 至奈良 至大阪 

自動車 
教習所 

陸上自衛隊 
大久保 
駐屯地 

スーパー 

府道宇治・淀線 

府
道
城
陽
・
宇
治
線 

正
面
玄
関 

銀
行 

N

国
道
24
号（
大
久
保
バ
イ
パ
ス
） 

大
久
保
駅
 

近
鉄
京
都
線
 

国
　
道
　
1 
　
号
 

至
淀
 

▼宇治税務署申告会場 ▼役場税務課申告会場（１階⑥番窓口） 

役場申告会場 

税務課 

▲ 

▲
 

▲
 

▲
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巡
回
バ
ス
は
、
平
成
16 
年
4
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
、
み
な
さ
ん
に
利
用
し
や
す
い
巡

回
バ
ス
を
め
ざ
し
て
平
成
17 
年
7
月
に
は
運

行
内
容
の
改
善
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
利
用

者
数
は
平
成
18 
年
12 
月
末
現
在
で
8
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ス
利
用
者
や
公

共
施
設
利
用
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
や
、
巡
回
バ
ス
試
験
運
行
の
実
績
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
く
み
や
ま
公
共
交
通
活

性
化
委
員
会
の
巡
回
バ
ス
運
行
内
容
の
改
善

に
向
け
た
検
討
や
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
、
町
職
員
か
ら
の
改
善
提

案
な
ど
を
も
と
に
、
運
行
内
容
の
見
直
し
を

お
こ
な
い
、
右
表
の
と
お
り
改
善
点
を
ま
と

め
ま
し
た
。
 

 

東ルート 

運行目的 

ルート設定目的 

変更予定時期 

運　賃 

運行ルート 

運行時間帯 午前7時44分～午後6時20分 午前6時50分～午後7時35分 

運行便数 9循環 10往復20便（1往復2便の増） 

運行間隔 75分間隔 75分間隔 

所要時分 1循環：52分 

計23か所 
　新設5か所 
　移設2か所 
　廃止8か所（全廃止5、片側廃止等3） 

計22か所 
（現行どおり） 

片道：31分　往復：62分 

バス停 

注）運行時間等について、軽微な変更をおこなう場合があります。 

バス交通を生かしたより便利なまちづくりをめざす 

昼間時間帯における日常生活の利 
便性の向上を図る 

ジャスコ久御山店前～佐古地域～ 
林地域～久御山団地～栄地域～ 
佐山地域～下津屋地域～ 
ジャスコ久御山店前～荒見苑～ 
久御山町役場前～荒見苑～ 
ジャスコ久御山店前（一部循環） 

ジャスコ久御山店前（市田）～ 
御牧～東一口地域～西一口～ 
坊之池～北川顔～京阪淀駅 
※同ルートの折り返し 
（現行どおり） 

平成19年4月1日（日）から 
（3月31日（土）までは現行と同じ） 

大人150円均一、小人80円均一 
巡回バス専用回数券、東西ルート乗継券（現行どおり） 

交通不便地域の解消（鉄道駅への 
利便性向上）および日常生活の利 
便性の向上を図る 

西ルート 

4
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ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
か
ら
佐
古
、
林
、

久
御
山
団
地
、
栄
、
佐
山
、
下
津
屋
と
巡
回

し
、
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
へ
循
環
し
た
あ

と
、
現
行
ル
ー
ト
で
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前

〜
久
御
山
町
役
場
前
を
往
復
す
る
こ
と
に
よ

り
、
運
行
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
は
、
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

運
賃
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
大
人
１
5
0

円
、
小
人
80
円
で
す
。
 

東
西
ル
ー
ト
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
乗
継
停
留
所
と
し
て
、
ジ

ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
に
お
い
て
東
ル
ー
ト
か

ら
西
ル
ー
ト
、
西
ル
ー
ト
か
ら
東
ル
ー
ト
へ

無
料
で
乗
り
継
ぎ
で
き
る
乗
継
券
や
巡
回
バ

ス
限
定
の
回
数
券
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

東
ル
ー
ト
の
便
数
は
現
行
ど
お
り
で
す
が
、

運
行
時
間
帯
は
、
ル
ー
ト
変
更
に
よ
り
午
前

7
時
台
か
ら
午
後
6
時
台
に
な
り
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
は
、
よ
り
通
勤
や
通
学
利
用
な

ど
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
夕
方
の
運
行
時

間
帯
を
拡
大
し
、
現
行
か
ら
１
往
復
2
便
を

増
便
す
る
こ
と
に
よ
り
、
午
前
6
時
台
か
ら

午
後
7
時
台
に
な
り
ま
す
。
 

東
ル
ー
ト
は
、
9
循
環
と
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
西
ル
ー
ト
は
、
運
行
時
間
帯
を
拡

大
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
9
往
復
18 
便
か
ら
10 

往
復
20
便
に
増
便
し
ま
す
。
 

4
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
 

統
一
地
方
選
挙
と
は
、
任
期
満
了
に
よ
る

知
事
や
市
町
村
長
、
都
道
府
県
議
会
、
市
町

村
議
会
の
議
員
を
選
ぶ
選
挙
の
期
日
を
全
国

的
に
同
じ
日
に
し
て
お
こ
な
う
選
挙
の
こ
と

で
す
。
 

4
月
に
は
2
つ
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
、
8

日
に
は
、
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
が
、
22
日

に
は
久
御
山
町
議
会
議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
 

選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
志
を
政
治
に
反
映

す
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的

な
機
会
で
す
。
選
挙
の
時
は
、
投
票
に
積
極

的
に
参
加
し
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
政

治
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
広
報

行
政
課
内
）
 

運
行
ル
ー
ト
の
変
更
に
よ
り
、
東
ル
ー
ト

に
バ
ス
停
を
新
た
に
5
か
所
設
置
し
、
ま
た
、

極
端
に
利
用
者
数
が
少
な
い
バ
ス
停
に
つ
い

て
は
、
移
設
や
一
部
廃
止
し
、
運
行
時
間
の

短
縮
を
図
り
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

巡
回
バ
ス
の
運
行
内
容
の
変
更
は
、
4
月

１
日
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

バ
ス
の
運
行
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通

省
近
畿
運
輸
局
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、
現

在
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

今
後
、
手
続
き
を
進
め
る
な
か
で
、
一
部
、

運
行
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
広
報

紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
 

3
月
31
日
ま
で
は
、
現
在
の
運
行
内
容
で

運
行
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
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みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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小学生将棋大会（1月8日・ゆうホール） 
初もうで（1月1日・玉田神社） 

　1月8日、穏やかな冬晴れのなか、新成人の門出を祝う

平成19年久御山町成人式が中央公民館でおこなわれました。 

今年は、昭和61年4月2日から62年4月1日までに生

まれた男性74人、女性88人の合計162人が大人の仲間

入りをし、このうち117人が出席しました。 

新成人の大塚智久さんと伊澤香那さんの司会で始まった

式典では、坂本町長の式辞、籔内町議会議長の祝辞のあと、

新成人を代表して山田真一さんと小寺悠希奈さんが「私た

ちは、今まで家族をはじめ、学校の先生方や地域のみなさ

んに見守られて生きてきました。今、成人として自分の行

動に責任を持って、感謝の気持ちとやさしい心を持ち続け、

社会に尽くせる大人になりたいと思います」と成人の言葉

を述べ、石田優子さんが依田教育委員長から記念品を受け

取りました。 

式典のあと、成人式実施委員会の自主運営で交歓会がお

こなわれ、久しぶりに再会した友人との歓談やビンゴゲー

ムなどで楽しいひとときを過ごしました。 

1月16日、御牧小学校で新春恒例の左義長（とんど）

がおこなわれました。 

左義長の組み立ては、前日にPTA役員や保護者の父親

で結成された「おやじの会」のみなさんが担当され、長さ

約6㍍の青竹で骨組みを作り、葦や昨年秋に児童が米作り

体験学習で収穫したわらを中に詰め、周りには、しめ縄を

張り、上部に笹を飾った高さ約10㍍のりっぱな左義長が、

約4時間で完成しました。 

この日は、運動場の中央にたてられた左義長を囲んで、

児童会役員が左義長にちなんだクイズをおこない、また、

各クラスから今年の願い事を発表し、児童代表がみんなの

書初めをまとめて左義長につけて準備が完了。 

児童が左義長

に火をつけると、

たちまち炎が高

く燃え上がり、

竹のはじける音

がパンパンと鳴

り響くなか、児

童たちは燃え上

がる炎に願いを

託しました。 

そして、火勢

のおさまったこ

ろに、今年の恵

方である北北西

に倒されました。 

天を焦がす炎 

中央公民館 御牧小学校 

久御山町成人式 

162人が大人の仲間入り 

左義長 

燃え上がる炎に願いを込めて 

成人の言葉を述べる山田さん○と小寺さん 右 

さ ぎちょう 

よし 



山田　萌絵ちゃん 
やま だ　　も　え 

（平成17年3月1日生） 
笑顔のかわいい、心の優しい女の子

に育ってね。 

林　父　昌春さん・母　朋子さん 

12月15日から1月14日までの受付分（敬称略） 

　1月15日の午前零時、佐山の雙栗神社で農作物の豊凶

を占う粥占神事が古式豊かにおこなわれました。 

この神事は、長さ約10㌢、直径約1㌢の竹筒を8本作り、

8種類の農作物の札をつけたものと米、小豆を一緒に炊き、

竹筒の中の粥のつまり具合で占うものです。 

今年の結果は、早稲五分、中稲一分、晩稲二分、綿四分、

大豆一分、芋七分、黍六分、梨二分となったことから、台

風など天候不順となるのではと予想されました。 

竹筒を割り、粥のつまり具合で判断 

　1月1日号の「まちがいさがしクイズ」の正解は、A（太

陽）・B（たこ）・C（雲）・D（いのししの模様）・E（もち）・

F（木）・I（いのししの影）でした。 

応募総数は、122通。抽選の結果、次の20人に記念品

をお贈りします。 

また、みなさんからお寄せいただいた多くのご意見を参

考に、今後とも読みやすく、親しみやい広報紙づくりをめ

ざし、住民のみなさんと行政のパイプ役となるよう努力し

ていきます。 

たくさんのご応募ありがとうございました。 

＜当選者＞川口あすな（大橋辺）、寺内優介（藤和田）、中

川かおる（島田）、久乗靖子、澤田浩文（以上坊之池）二

木宥人、内田万祐子（以上東一口）、岩瀬正美（野村）、犬

田智菜、大槻ひとみ、佐野陽子、朝倉敏雄（以上佐山）、

溝口亜里沙（佐古）、山田夕華、井上望愛、瀧口裕己（以

上林）、内山秀美（下津屋）、竹鼻小夜子、仲原文子、中井

佳子（以上栄）　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略＝ 

雙栗神社（佐山） 　　　　 

粥占神事 

今年は天候不順と予想 ご応募ありがとうございました 

まちがいさがしクイズ 

かゆうら 

さ ぐり 

わ せ  なかて おくて 

いも きび 
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正月遊び（1月16日・御牧保育所） パパ＆ママ教室（1月18日・保健センター） 

デイサービス世
代間交流会（1月

15日・さつき苑
） 



長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

浄安寺の本堂 

バス停シリーズ 

佐山東代 20

   休
養
は
、
こ
れ
ま
で
の
疲
労
回
復
を
中
心
と
し

た
「
休
む
」
休
養
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
り
、

生
き
が
い
を
つ
く
る
「
養
う
」
休
養
へ
と
考
え
方

を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

   
◆
睡
眠
障
害
は
、
心
と
体
に
悪
影
響
 

寝
不
足
や
不
眠
が
続
く
と
、
免
疫
力
が
下
が
り
、

生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
う
つ

や
物
忘
れ
、
け
が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
睡

眠
障
害
の
お
も
な
症
状
は
寝
つ
け
な
い
、
中
途
で

目
覚
め
る
、
早
い
時
間
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
な

ど
で
す
。
 

◆
よ
い
睡
眠
は
時
間
よ
り
タ
イ
ミ
ン
グ
 

健
康
的
な
睡
眠
時
間
は
、
6
か
ら
8
時
間
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
実
は
快
適
な
睡
眠
と
時
間
の
長
さ

に
は
あ
ま
り
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
眠
り
に
は
、

身
体
を
休
め
る
レ
ム
睡
眠
（
浅
い
眠
り
）
と
脳
を

休
め
る
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
（
深
い
眠
り
）
が
あ
り
、

約
90
分
の
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
そ
の
周
期

に
あ
わ
せ
て
起
き
る
と
、
す
っ
き
り
目
覚
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

◆
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
 

睡
眠
は
生
体
リ
ズ
ム
（
特
に
日
光
や
体
温
）
と

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

体
温
は
、
朝

方
に
最
も
低
く
、

夕
方
最
も
高
く

な
り
ま
す
。
体

温
の
降
下
と
と

も
に
眠
り
、
体

温
が
上
昇
す
る

と
目
を
覚
ま
し

ま
す
。
 

睡
眠
と
か
か
わ
り
の
深
い
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
は
、
体
が
夜
と
感
じ
る
時
期
に
増
加
し
、

体
温
を
降
下
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
朝
、
日

光
を
浴
び
、
日
中
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
過
ご
す
こ

と
で
、
体
の
リ
ズ
ム
が
調
整
さ
れ
、
快
眠
を
導
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
 

◆
昼
寝
で
生
活
習
慣
病
・
認
知
症
を
予
防
 

少
し
前
ま
で
、
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
を
障
害
す
る

も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
短
時
間
の
昼
寝
が
不

眠
だ
け
で
な
く
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
3
時
ま
で
の
間

に
30
分
以
内
の
短
い
昼
寝
で
、
「
眠
気
や
疲
労
感

を
お
さ
え
、
仕
事
の
効
率
が
上
が
る
」
「
血
圧
を

下
げ
る
」
「
認
知
症
の
発
症
の
危
険
度
を
5
分
の

1
程
度
に
減
ら
す
」
と
い
う
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
１
時
間
以
上
の
長
い
昼

寝
や
夕
方
以
降
に
寝
る
こ
と
は
逆
効
果
な
の
で
避

け
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

佐山東代バス停は、平成17年7月に「のってこバス（巡
回バス）」を新運行内容に改めた際に、新たに設置したバ
ス停です。 
それまでは、「久御山団地口」と「佐山」バス停間の距

離が長かったため、その間にバス停を設置して、より身近
に、また、高齢者等の外出支援が図れるように改善したも
のです。このように、巡回バスの運行は、住民のみなさん
に利用していただきやすいように見直しをおこなっていま
す。 
さて、佐山東代バス停から近い、浄安寺には、境内に松
や梅などの老木にまじって、約240種の椿が植えられてい
て「椿寺」の別名があります。 
なかでも、門外不出とされる「浄安寺椿」は、同寺以外
で、その開花は観賞できないといわれています。 
同寺では、毎年、椿の開花最盛期に本堂で「椿展」が催
され、町内外から多くの椿愛好家が訪れます。 
椿展では、椿を配した生け花が展示され、清水焼や信楽
焼、伊賀焼などの花瓶に一輪の椿と山吹や猫柳などの枝を
あしらって、見事に生けてあり、その清楚な趣は見る人に
感銘を与えます。 
椿展は、2月15日から4月15日までです。みなさんも一
度訪ねられてはいかがですか。 
問い合わせ／都市計画課 

つばき 
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体
に
不
釣
り
合
い
な
、
大
き
く
へ
ん
平
し

た
幅
広
ク
チ
バ
シ
の
鳥
で
す
。
別
名
「
お
お

ぐ
ち
ガ
モ
」
「
ひ
ら
ガ
モ
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
 

大
き
さ
は
、
50
㌢
ぐ
ら
い
で
す
。
冬
鳥
で

池
・
河
川
・
湿
地
な
ど
で
見
か
け
ま
す
が
、

11 
月
か
ら
2
月
ご
ろ
に
古
川
で
、
ま
れ
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

採
食
は
独
特
で
、
１
、
2
羽
や
と
き
に
は

数
十
羽
の
群
れ
で
水
面
を
ぐ
る
ぐ
る
と
円
を

描
く
よ
う
に
泳
ぎ
回
っ
て
渦
を
作
り
、
渦
の

中
心
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
草
の
種
子
な
ど
を

集
め
、
へ
ん
平
な
ク
チ
バ
シ
を
左
右
に
振
り

な
が
ら
水
を
吸
い
込
み
、
ク
チ
バ
シ
に
あ
る

歯
ブ
ラ
シ
状
の
も
の
で
ろ
過
し
て
食
べ
ま
す
。
 

雄
の
頭
部
や
首
は
、
光
沢
の
あ
る
暗
緑
色

で
、
首
の
下
か
ら
胸
、
首
筋
、
尾
は
白
く
、

脇
や
腹
は
栗
色
で
す
。
ク
チ
バ
シ
は
黒
く
極

端
に
幅
広
く
、
虹
彩
は
黄
色
で
す
。
雌
の
羽

色
は
、
マ
ガ
モ
の
雌
に
そ
っ
く
り
で
、
目
は

黒
く
、
ク
チ
バ
シ
は
黒
褐
色
で
、
足
は
橙
色

で
す
。
 

鳴
き
声
は
、
「
ク
ワ
ッ
、
ク
ワ
ッ
」
と
鳴

き
ま
す
。
 

特
定
商
取
引
法
は
、
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な

ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
や
す
い
特
定
の
取

引
を
対
象
に
、
消
費
者
が
不
当
な
損
害
を
被
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
事
業
者
に
よ
る
不
公
正
な
勧

誘
行
為
等
を
取
り
締
ま
り
、
消
費
者
の
利
益
の
保

護
を
図
る
た
め
の
法
律
で
す
。
 

特
定
商
取
引
法
の
対
象
と
な
る
取
引
と
は
 

①
訪
問
販
売
 

自
宅
へ
の
訪
問
、
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
販
売
 

②
通
信
販
売
 

新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
広
告
し
、
郵
便
、
電
話
な

ど
で
申
し
込
み
を
受
け
る
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
販
売
 

③
電
話
勧
誘
販
売
 

電
話
で
勧
誘
し
、
申
し
込
み
を
受
け
る
販
売
 

④
連
鎖
販
売
取
引
 

個
人
を
販
売
員
と
し
て
勧
誘
し
、
さ
ら
に
そ
の

販
売
員
に
別
の
販
売
員
を
勧
誘
さ
せ
て
、
販
売
組

織
を
連
鎖
的
に
拡
大
し
て
お
こ
な
う
商
品
・
役
務

（
サ
ー
ビ
ス
）
の
販
売
 

⑤
特
定
継
続
的
役
務
提
供
 

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
や
語
学
教
室
、
家
庭

教
師
、
学
習
塾
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
6
つ
の
役
務
が
対
象
 

⑥
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
 

「
仕
事
を
提
供
す
る
」
と
誘
い
、
仕
事
に
必
要

で
あ
る
と
し
て
商
品
等
を
販
売
す
る
。
 

以
上
6
つ
の
取
引
形
態
で
商
品
や
役
務
を
購
入

し
、
そ
の
商
品
・
役
務
が
指
定
商
品
（
化
粧
品
・

貴
金
属
等
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
や
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
 

消
費
者
を
守
る
た
め
に
、
前
号
に
掲
載
し
ま
し

た
消
費
者
契
約
法
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
法
律
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

事
業
者
に
対
し
て
禁
じ
て
い
る
行
為
 

・
販
売
業
者
が
氏
名
等
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
勧

誘
す
る
こ
と
。
 

・
契
約
に
際
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
こ
と
が

記
載
さ
れ
た
法
定
書
面
を
消
費
者
に
交
付
し
な

い
こ
と
。
 

・
契
約
に
際
し
て
、
消
費
者
に
う
そ
を
つ
い
た
り
、

威
圧
を
与
え
た
り
、
困
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う

な
勧
誘
を
す
る
こ
と
。
 

・
威
圧
を
与
え
る
な
ど
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
妨
げ

る
行
為
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
高齢者の自転車事故の半分は、信号がない交差

点で発生していますが、信号がある交差点での事
故も意外に多く、特に死亡事故の5分の1は、信
号がある交差点で発生しています。 
そのなかには、信号を確かめずに赤信号や黄信

号または黄信号と同じ意味の歩行者・自転車専用
信号の「青の点滅信号」で交差点に進入して事故
に遭ったという人も少なくありません。 
信号無視による事故は、死亡事故になる率が非

常に高いという結果が出ています。信号がある交
差点では、必ず信号を確かめ、赤信号や黄信号の
ときはもちろん、歩行者・自転車専用信号が青の
点滅信号のときも交差点に進入しないようにしま
しょう。 
信号がある交差点で発生した高齢者の自転車事

故の多くは、青信号で通行したのに事故に遭った
というのが実態で、「青信号だから安全」と思い
込み、自分の目で安全を確かめなかったことが要
因です。 
青信号の意味は「進め」と思っている人が多い

と思いますが、青信号の正しい意味は「進むこと
ができる」であって、無条件に安全を保障するも
のではありません。 
信号が｢青｣でも、信号を見落としたり、赤信号

を無視して突っ込んでくる車がないとは限りませ
ん。 
信号待ちをしていて青信号になっても、必ず安

全を確かめてから進むという習慣をつけ、実行す
ることが大切です。 
問い合わせ／監理課 

101

特定商取引法 

44

防ごう高齢者交通事故 
 Ｖol.11

青信号でも安全を確かめてから進む習慣を！ 

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ 

（
カ
モ
目
カ
モ
科
） 
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
仕
事
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介

し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

現
代
資
格
問
題
研
究
会
著
 

難
易
度
、
収
入
、
開
業
適
性
、
取
得
コ
ス
ト
な
ど
か
ら
、
人
気
資

格
を
明
示
し
、
役
立
つ
か
ど
う
か
も
ラ
ン
ク
付
け
で
紹
介
 

「
役
立
つ
資
格
　
成
功
す
る
資
格
」
 永

岡
書
店
発
行
 

資
格
の
内
容
、
受
験
デ
ー
タ
、
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
、
収
入
、
合
格

率
、
ど
ん
な
人
に
オ
ス
ス
メ
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
格
を
具
体
的
に

紹
介
 

「
2
0
0
7
年
度
版
　
資
格
試
験
　
取
り
方
・
選
び
方
オ
ー
ル
ガ
イ
ド

1000
」
 

P
H
P
研
究
所
編
 

将
来
や
っ
て
み
た
い
仕
事
、
自
分
に
あ
う
仕
事
が
見
つ
け
や
す
い

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
内
容
、
資
格
、
適
性
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
 

「
な
り
た
い
職
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
児
童
書
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

あ
こ
が
れ
の
仕
事
の
内
容
、
ど
の
よ
う
な
人
が
向
い
て
い
る
か
な

ど
、
資
格
の
こ
と
も
含
め
て
職
業
別
に
詳
し
く
紹
介
 

「
め
ざ
せ
！
あ
こ
が
れ
の
仕
事（
全
10
巻
）」
児
童
書
 

「
仕
事
と
資
格
」
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
24
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
失
わ
れ
た
町
 

（
三
崎
亜
記
著
） 

30
年
に
一
度
起
こ
る
町
の「
消
滅
」。

こ
つ
然
と
「
失
わ
れ
る
」
住
民
た
ち
。

残
さ
れ
た
者
は
何
を
思
い
願
う
の
だ
ろ

う
か
。
 

★
ベ
ン
ジ
ー
の
い
ぬ
ご
や
 

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ロ
イ
・
グ
レ
ア
ム
作
） 

今
晩
か
ら
ベ
ン
ジ
ー
は
犬
小
屋
で
寝

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
ち
っ

と
も
眠
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ベ
ン
ジ
ー

は
…
 

★
び
ん
ぼ
う
神
と
ば
け
も
の
芝
居
 

（
岩
崎
京
子
作
） 

江
戸
の
長
屋
に
神
様
が
居
候
。
神
様

は
神
様
で
も
、
び
ん
ぼ
う
神
。
さ
ら
に
、

び
ん
ぼ
う
神
を
訪
ね
て
、
ば
け
も
の
達

が
や
っ
て
き
た
か
ら
、
さ
あ
大
変
！
 

★
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
 

（
阿
部
和
重
著
） 

う
た
う
こ
と
が
大
好
き
で
、
吟
遊
詩

人
に
な
る
こ
と
を
夢
見
る
女
の
子
シ
オ

リ
。
や
が
て
、
過
酷
な
運
命
に
翻
弄
さ

れ
…
 

作り方 
 
①　京菜は、4～5㌢の長さに切って
少し水に浸してパリッとさせてから
水気をよくきり、さらに水気をふき
ます。 

②　ベーコンは、せん切りにし、弱め
の中火で、じっくり炒めてカリカリ
にし、キッチンペーパーにのせて脂
をとります。 

③　油揚げは、幅を半分に切ってから
せん切りにし、弱めの中火でカリカ
リにからいりします。 

④　ちりめんじゃこは、弱火でカリカ
リにからいりします。 

⑤　しば漬けは、あらみじんに切りま
す。 

⑥　器に①を盛り、好みで②～⑤をト
ッピングして、ドレッシングをかけ
て出来上がりです。 

京菜（水菜サラダ用） 
ベーコン 
油揚げ 

･･･････････1袋 
･･････････････････････2枚 

････････････････････････1枚 

ちりめんじゃこ 
しば漬け 
和風ドレッシング（市販品） 

････････････大さじ3 
･････････････1袋（110㌘） 

･････適量 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

115㌔カロリー／1人分 

京菜のはりはり・カリカリサラダ 

97

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

5
日
b
・
13
日
c
・
19
日
b
・

26
日
b
・
28
日
d

いた 
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「
運
動
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
！
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
生
活
の
な
か
で
身
近
に
、
し
か
も
簡

単
に
で
き
る
運
動
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
の

よ
う
な
大
き
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
い
き
い
き
健
康
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

           
※
受
け
付
け
は
、
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
2
時

で
、
先
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
30
人
 

持
ち
物
／
健
康
手
帳
・
上
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
3
〜
4
か
月
健
診
で
取
り
組
ん
で
い
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
興
味

深
そ
う
に
の
ぞ
き
こ
ん
で
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
も

絵
本
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
出
会
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

   
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
の
児
童

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
知
事
が
お

祝
い
し
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
18 
日
a
　
午
前
10 
時
45
分
〜
午
後
2

時
30
分
 

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
西
館
　
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
（
京

都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
70
）
 

対
象
／
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
午
前
の
部
…
知
事
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
記
念
撮
影
 

　
　
午
後
の
部
…
ミ
ニ
運
動
会
（
子
ど
も
）
・
交

流
会
（
親
）
 

申
し
込
み
／
2
月
14 
日
d
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
「
ひ

と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事
と
新
入
学
児
童

の
つ
ど
い
」
参
加
希
望
と
記
入
し
、
住
所
・

新
入
学
児
童
お
よ
び
同
行
さ
れ
る
兄
弟
姉
妹

の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
保
護
者
氏
名
・
参
加
人
数
・
自

宅
か
ら
の
交
通
手
段
と
最
寄
り
の
駅
を
ご
記

入
の
う
え
、
母
子
家
庭
の
人
は
、
府
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
〒
６０４
‐
０８７４
京
都
市
中
京
区

竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水
町
3
7
5
府
立

総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）
へ
、
父
子
家
庭
の

人
は
、
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
同
所
）

へ
。
希
望
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
 

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
1
0
7
 

　
　
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2
 

  
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
難
病
患
者
や
そ
の
家

族
を
対
象
に
難
病
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
27
日
c
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
府
宇
治
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
宇
治
市
宇

治
若
森
7
の
6
）
 

対
象
／
神
経
系
難
病
患
者
や
そ
の
家
族
 

※
神
経
系
難
病
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬

化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力
症
な

ど
 

内
容
／
①
音
楽
療
法
「
か
ら
だ
と
心
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
〜
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
」
 

　
　
②
交
流
会
　
講
師
／
音
楽
療
法
士
　
橋
本
哲

郎
さ
ん
、
小
森
悦
子
さ
ん
 

定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
保

健
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
１
へ
。
 

  
宇
治
城
陽
久
御
山
農
業
振
興
協
議
会
で
は
、
食

と
農
の
交
流
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
20
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

場
所
／
役
場
お
よ
び
中
央
公
民
館
 

内
容
／
講
演
会
、
地
域
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
の

紹
介
と
作
り
方
講
習
（
調
理
実
習
は
あ
り
ま

せ
ん
）
、
農
業
者
と
の
交
流
試
食
会
 

定
員
／
先
着
50
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
9
日
f
ま
で
に

府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
調
整
室
農
業
振
興

担
当
1
0
7
7
4
（
2
１
）
3
2
2
9
へ
。
 

※
保
育
ル
ー
ム
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

     
10 
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り
込
み

は
2
月
5
日
b
で
す
。
 

給
付
は
、
毎
年
2
月
・
6
月
・
10 
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
の
4
か
月
分
を
ま
と
め
て
、
ご
指
定

の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
府
で
は
、
高
等
学
校
等
へ
4
月
に
入
学
予
定
の

生
徒
が
い
る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
生
徒
に
奨
学
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
の
い
な
い
家
庭
）
　
②
児
童
世
帯
　
③

障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障
害
者
手
帳
3
級

以
上
等
を
持
つ
世
帯
）
　
④
長
期
療
養
者
世

帯
（
父
や
母
が
6
か
月
以
上
入
院
等
し
て
い

る
世
帯
）
 

申
し
込
み
／
2
月
28
日
d
ま
で
に
、
申
請
書
、
所

得
証
明
書
（
平
成
18 
年
度
）
、
振
込
口
座
を

確
認
で
き
る
も
の
を
添
え
て
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
へ
。
 

※
他
の
府
の
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ
て
の
受
給
は

で
き
ま
せ
ん
。
新
一
年
生
以
外
は
6
月
に
受
け

付
け
を
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
1
0
7
 

　
　
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2

図
書
館 

い
き
い
き
健
康
教
室
 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

難
病
交
流
会
 

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
 

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
 

児
童
手
当
の
給
付
 

高
等
学
校
奨
学
金
の
申
請
 

食
と
農
の
交
流
大
会
 

第
１
回
 

第
2
回
 

第
3
回
 

2月20日c 

午後2時～4時 

2月26日b 

午後2時～4時 

3月5日b 

午後2時～4時 

総
合
体
育
館
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
 

町内在住 

で40歳以 

上の人 

日　　時 場所 対　　象 

11
広報くみやま 平成19年2月1日 

22007
February



  
す
べ
て
の
人
が
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身
に
か

か
わ
る
問
題
と
し
て
、
自
己
を
尊
重
し
、
他
者
を

尊
重
す
る
人
権
意
識
を
少
し
で
も
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
人
権
啓
発
研
修
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
6
日
c
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

内
容
／
講
演
「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
歩
ん
で
き

て
」
　
講
師
…
社
会
福
祉
法
人
う
め
の
木
福

祉
会
　
理
事
長
　
森
川
康
雄
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
ご
家
庭
で
お
年
寄
り
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
に
、

日
ご
ろ
の
介
護
に
対
す
る
激
励
金
を
お
渡
し
し
ま

す
。
 

対
象
／
2
月
１
日
現
在
、
6
か
月
以
上
町
内
に
在

住
の
要
介
護
老
人
（
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
要
介
護
3
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以

上
の
お
年
寄
り
）
を
常
時
直
接
介
護
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
ま
た
は
3
親
等
内
の
親
族
 

激
励
金
の
額
／
3
0
，
0
0
0
円
（
年
１
回
支
給
）
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
14 
日
d
ま
で
に
長
寿

健
康
課
へ
。
 

  
あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し
な
い

人
や
海
外
の
滞
在
さ
れ
た
国
に
よ
っ
て
、
献
血
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1

0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
7
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
自
営
業
や
農
業
な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、

国
民
年
金
保
険
料
を
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や
万
が
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
1
0
5
7
0

（
0
5
）
１
１
6
5
、
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
ま
た

は
住
民
課
 

  
町
で
は
、
乳
幼
児
の
医
療
費
を
助
成
す
る
乳
幼

児
医
療
費
支
給
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
監
護

し
て
い
る
保
護
者
 

※
乳
幼
児
が
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
と
き
や
町

の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
と
き
は
、
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

支
給
額
お
よ
び
給
付
方
法
／
保
険
診
療
分
に
つ
い

て
、
１
医
療
機
関
１
か
月
2
0
0
円
で
受
診

で
き
ま
す
。
京
都
府
外
で
の
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
た
と
き
は
、
医
療
機
関
に
保
険
診
療

分
の
自
己
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

領
収
書
を
国
保
医
療
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１
医
療
機
関
１
か
月
2
0
0
円
と
の
差
額
を
、

後
日
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
 

受
給
者
証
の
交
付
方
法
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
国
保
医
療
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
と
き
は
、

国
保
医
療
課
に
備
え
付
け
の
「
乳
幼
児
医
療

費
受
給
者
証
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
う
え
、
健
康
保
険
証
の
コ
ピ

ー
を
添
え
て
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
昨
年
11 
月
に
狂
犬
病
の
犠
牲
者
が
、
海
外
か
ら

の
帰
国
者
に
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
 

狂
犬
病
は
、
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
除
く
世

界
各
国
で
発
生
し
、
人
へ
の
感
染
死
亡
者
は
平
成

16 
年
で
約
5
万
5
千
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
、
犬
の
登
録
と

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
。
 

未
注
射
犬
の
咬
傷
（
か
み
つ
き
）
事
故
は
、
大

き
な
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
犬
の
飼
い
主
は
、

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

犬
の
登
録
は
環
境
保
全
課
へ
、
狂
犬
病
予
防
注

射
は
お
近
く
の
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
京
都
議
定
書
の
発
効
2
周
年
を
機
に
、
京
都
府

な
ど
で
は
、
脱
温
暖
化
行
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

府
民
や
事
業
者
に
2
月
の
１
か
月
間
、
温
室
効

果
ガ
ス
10 
㌫
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
自
ら
宣

言
し
、
実
践
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.datsuondanka.org/

 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
町
教
育
委
員
会
で
は
、
仲
よ
し
学
級
（
留
守
家

庭
児
童
育
成
保
育
）
の
平
成
19 
年
度
入
級
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
／
小
学
１
年
か
ら
4
年
生
で
、
保
護
者
が
仕

事
や
病
気
、
看
護
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
が

受
け
ら
れ
な
い
児
童
 

開
設
時
間
／
平
日
…
下
校
時
〜
午
後
6
時
（
午
後

5
時
で
集
団
下
校
）
　
学
校
の
休
業
期
間
…

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時
。
た
だ
し
、
土

曜
日
は
午
後
5
時
ま
で
。
 

　
①
通
常
の
保
育
は
午
後
5
時
ま
で
で
す
が
、
日

没
が
早
く
な
る
11 
月
か
ら
１
月
の
一
定
期
間

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

　
②
午
後
5
時
以
降
の
保
育
は
別
途
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
（
保
護
者
の
勤
務
時
間
が
5
時

以
降
の
人
に
限
り
「
お
迎
え
」
を
原
則
と
し

て
お
預
か
り
し
ま
す
）
 

　
③
仲
よ
し
学
級
で
は
、
集
団
下
校
を
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
児
童
が
一
人
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
児
童

の
安
全
の
た
め
、
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

負
担
金
／
3
，
5
0
0
円
（
１
か
月
）
、
同
一
世

帯
で
2
人
以
上
入
級
の
場
合
は
、
2
人
目
か

ら
は
半
額
 

申
し
込
み
／
2
月
20
日
c
ま
で
に
入
級
申
請
書
と

保
育
に
欠
け
る
証
明
書
を
社
会
教
育
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
継
続
の
人
は
、
仲
よ

し
学
級
で
も
可
）
 

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
、
入
級
を
待
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
が
定

員
を
超
え
た
と
き
は
、
低
学
年
を
優
先
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

人
権
啓
発
研
修
会
 

介
護
者
激
励
金
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

仲
よ
し
学
級
入
級
の
受
付
 

脱
温
暖
化
行
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

狂
犬
病
の
予
防
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
 

乳
幼
児
医
療
制
度
 

こ
う
し
ょ
う
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「
幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
効
用
と
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
開

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
満
席
の

と
き
は
立
ち
見
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
24
日
g
　
午
後
6
時
か
ら
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル
 

講
師
／
K
S
C
タ
ナ
ベ
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
・

K
S
C
寝
屋
川
総
括
所
長
　
吉
鶴
明
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   
京
都
高
速
道
路
と
第
二
京
阪
道
路
を
接
続
す
る

橋
り
ょ
う
架
設
工
事
に
と
も
な
い
、
下
記
の
期
間
、

国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
（
洛
南
道
路
）
と
第
二
京
阪

道
路
（
久
御
山
J
C
T
〜
巨
椋
池
I
C
）
が
通
行

止
に
な
り
ま
す
。
 

期
間
中
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

●
国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
（
洛
南
道
路
）
 

日
時
／
北
行
き
…
2
月
5
日
b
〜
3
月
10 
日
g
 

 
 
南
行
き
…
4
月
9
日
b
〜
19 
日
e
 

 
 
北
行
き
…
4
月
20
日
f
〜
28
日
g
 

 
 
い
ず
れ
も
午
後
10 
時
か
ら
翌
朝
午
前
6
時
ま

で
 

場
所
／
久
御
山
J
C
T
〜
外
環
状
線
（
伏
見
区
）
 

問
い
合
わ
せ
／
国
土
交
通
省
京
都
国
道
事
務
所
1

 
 
0
7
5
（
3
5
１
）
3
3
0
0
 

●
第
二
京
阪
道
路
 

日
時
／
2
月
5
日
b
　
午
前
6
時
〜
3
月
21
日
-

午
前
6
時
 

場
所
／
久
御
山
J
C
T
〜
巨
椋
池
I
C
（
上
下
線

と
も
終
日
通
行
止
）
 

問
い
合
わ
せ
／
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
　
茨
木
管
理
事

務
所
1
0
7
2
（
6
2
2
）
4
8
8
7
 

  
京
都
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相
談
を
お

こ
な
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
3
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
 

内
容
／
司
法
書
士
に
よ
る
個
別
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
同
会
1
0
7
5
（
2
4
１
）
2
6
 

　
　
6
6
 

     
町
卓
球
協
会
で
は
、
町
内
在
住
者
と
在
勤
者
の

交
流
を
図
る
た
め
、
卓
球
大
会
を
開
き
ま
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
4
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生

以
上
）
 

種
目
／
団
体
戦
…
１
チ
ー
ム
2
人
ま
た
は
3
人
（
男

女
不
問
）
 

　
　
個
人
戦
…
親
睦
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
不
問
）
 

費
用
／
団
体
戦
…
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
 

　
　
個
人
戦
…
１
人
2
0
0
円
（
中
学
生
無
料
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
26
日
b
ま
で
に

町
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町

卓
球
協
会
事
務
局
（
松
本
さ
ん
宅
）
1
0
7
 

　
　
7
4
（
4
3
）
6
5
6
3
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

2
月
13 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
無
料
法
律
相
談
】
 

2
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

2
月
13 
日
c
・
27
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

   【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
 

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

  【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
午
後
１
時
〜
3
時
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 5 9人　 
8 , 5 6 1人　 
8 , 5 9 8人　 
6 , 6 4 7世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 5人　 
1 5人　 
6 4人　 
7 0人　 

〈12月中の動き〉 

〈1月1日現在〉 

国
道
１
号
バ
イ
パ
ス（
洛
南
道
路
）
と
 

第
二
京
阪
道
路
の
通
行
止
 

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
講
演
会
 

在
住
・
在
勤
者
交
流
卓
球
大
会
 

（
前
月
比
／
減
6
人
）
 

町では、男女共同参画社会について考えるきっかけ
となることを目的に「男女共同参画フェスティバル」
を開きます。申し込みはいりません。多数お越しくだ
さい。 
日時／2月24日g　正午～午後3時 
場所／ゆうホール 
内容／展示スペース（正午～午後3時） 
おもちゃの展示と遊びの指導、食育啓発と料理レシ
ピの配布、女性検診の啓発など 

交遊室（正午～午後3時） 
腹話術、キッズエアロビ、保育ルームなど 

交流ホール（午後0時45分～3時） 
オープニング　津軽三味線の演奏 
第1部基調講演（午後1時～2時） 
演題：「地域で育む子育て支援」 
講師：厚生労働省雇用均等・児童家庭局　小林洋子さん 

第2部パネルディスカッション（午後2時～3時） 
屋外（正午～午後3時） 
模擬店 

※保育ルームをご利用の人は、2月9日fまでに社会教
育課へ申し込んでください。 
問い合わせ／社会教育課 
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
2
月
10 
日
g
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
2
月
9
日
f
か
ら
3
月
30
日
f
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
2
月
14 
日
d
・
15 
日
e
・
20
日
c
・
21
日

d
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
分
史
を
作
ろ
う
 

日
時
／
2
月
15 
日
e
か
ら
3
月
29
日
e
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
（
7
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30

分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
文
字
入
力
の
で
き
る

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
「
語
り
伝
え
た
い
自
分
史
」
を
ワ
ー
ド
で

綴
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
2
月
7
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
16 
日

f
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
27
日
c
　
午
後
１

時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
14 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
2
月
14 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
内
容
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
2
月
12 
日
0
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
3
年
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
発
ぽ
う
ス
チ
ロ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
5
0
0
円
 

            日
時
／
2
月
10 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
2
月
17 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
24
日
g
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
（
受
け

付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
を
観
察
し
ま
す
。
 

  日
時
／
2
月
9
日
f
・
16 
日
f
・
23
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
2
月
11 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
に
向
け
て
、

共
同
制
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
2
月
4
日
a
　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
・
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と
木

工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
15 
日
e
　
①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
　
②
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
楽
し
い
お
も
ち
ゃ「
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
」

 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

小
学
生
工
作
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
木
工
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

申込は2月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日） 

10774（45）0002

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
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を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
6
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
25
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
2

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
2
年
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
古
川
や
宇
治
川
、
巨
椋
池
干
拓
田
の
野
鳥

を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
2
月
18 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
、
素
敵
な
作
品
を

作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
  

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

             日
時
／
2
月
18 
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
、
か
わ
い
い
作
品

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

          日
時
／
①
2
月
9
日
f
・
15 
日
e
・
20
日
c
　
午

後
7
時
か
ら
8
時
　
②
2
月
11 
日
a
・
17 
日

g
・
25
日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
を
受
講
済
み
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
2
月
10 
日
g
・
②
24
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
3
月
18 
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15 
歳
以
上
の

人
（
中
学
生
は
不
可
）
で
、
4
人
か
ら
7
人

編
成
の
チ
ー
ム
 

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム
 

申
し
込
み
／
3
月
11 
日
a
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。
 

         日
時
／
2
月
23
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
野
菜
（
白
菜
、
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
）

を
用
い
て
、
保
存
食
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
内
田
公
昭
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
24
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

集
合
・
場
所
／
午
前
10 
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
玄
関
前
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
浄
安
寺
（
佐
山
）
の
椿
展
と
雙
栗
神
社
（
佐

山
）
の
樹
木
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。
 

講
師
／
樹
木
医
　
桑
原
光
弘
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
無
料
 

移
動
／
徒
歩
（
約
3
㎞
）
 

  日
時
／
3
月
１
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
、
お
菓
子
づ
く
り

（
よ
も
ぎ
粉
の
ひ
ち
ぎ
り
、
甘
酒
の
ケ
ー
キ
、

酒
粕
で
作
る
甘
酒
）
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

※
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

第
3
回
理
事
長
杯
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

キ
ム
チ
漬
け
教
室
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

椿
展
と
樹
木
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

申込は2月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は2月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000
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総合体育館は、館内の定期清掃のため3月6日Cは臨時休館します。ご了承ください。



※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

19日B

健康相談・栄養相談 4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師等による健康相談 
栄養士による栄養相談 

成 人 歯 科 検 診  
40歳以上の人・
妊婦 

8日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※2

※1

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 1日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

2日F

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

3日G

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年5月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

9日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

13日C

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年4月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

14日D

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年7月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

19日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年7月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

23日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 13日CＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

10か月児健診（1月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

7日 
（第１水曜日） 
21日 

（第３水曜日） 

14日 
（第２水曜日） 
28日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 
※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

1日E 
23日F

2日F 
26日B

6日C 
28日D

14日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

2月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.20

最近の便座には、洗浄や脱臭、乾燥、部
屋暖房など便利な機能が付いているものが
あります。しかし、機能が多いと電気など
のエネルギー消費も多くなります。 
今号では、温水洗浄便座の上手な選び方

について紹介します。 
温水洗浄便座の機能の一つに洗浄があり

ます。トイレを済ませた後にお尻などを洗
浄するものですが、この洗浄水を温める方
法には2種類あります。 
①貯湯式 
タンク内の水をヒーターで温めておく方

式です。タンク内のお湯がなくなるまでお

湯の使用ができますが、お湯を保温してお
くために電力が必要です。 
②瞬間式 
タンクがなく使用時に水を温める方式で
す。保温の必要がないので、年間消費電力
は貯湯式より少なくなりますが、瞬間的に
水を温めるので消費電力が多くなります。 
☆年間消費電力量を参考に選びましょう。 
年間消費電力量とは、温水洗浄便座を平
均的に使用したとき、1年間に消費される
電力量のことです。この値が小さいほど省
エネ性が高いといえます。 
問い合わせ／環境保全課 

温水洗浄便座 
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環境保全のコーナー 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  笠
置
（
現
相
楽
郡
笠
置
町
）
の
宿
場

で
中
飯
の
後
、
奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た

ち
二
人
は
、
笠
置
山
の
峻
峰
を
右
手
に

見
な
が
ら
、
笠
置
か
ら
大
河
原
村
（
現

相
楽
郡
南
山
城
村
）
に
向
か
っ
た
。
大

河
原
村
は
、
木
津
川
を
挟
ん
で
南
北
の

集
落
に
分
か
れ
、
北
大
河
原
は
、
京
都

か
ら
伊
賀
国
（
現
三
重
県
）
や
近
江
国

（
現
滋
賀
県
）
の
信
楽
（
現
甲
賀
市
）

に
至
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
早
く
か

ら
宿
駅
と
し
て
ひ
ら
け
て
い
た
。
 

二
人
は
八
ツ
時
（
午
後
二
時
）
に
大

河
原
の
本
坂
峠
に
着
き
、
峠
の
茶
店
で

休
息
し
て
茶
代
に
三
文
払
っ
て
い
る
。
 

大
河
原
か
ら
伊
賀
上
野
（
現
三
重
県

伊
賀
市
）
ま
で
は
、
約
四
里
（
約
一
六

キ
ロ
）
の
行
程
で
、
途
中
の
島
ヶ
原
村

（
現
伊
賀
市
）
は
伊
賀
国
の
最
西
端
に

あ
た
る
。
村
の
歴
史
は
古
く
、
天
平
年

間
（
七
二
九
〜
四
九
）
創
建
の
観
菩
提

寺
（
正
月
堂
）
の
門
前
町
が
起
源
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
ヶ
原
は
、
大
和

国
（
現
奈
良
県
）
と
伊
賀
国
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
宿

駅
が
置
か
れ
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
大

名
・
公
卿
の
宿
泊
す
る
本
陣
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
栄
え
て
い
た
と
い
う
。
 

三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
は
、
夕
方
の
七

ツ
半
時
（
午
後
五
時
）
に
伊
賀
上
野
に

着
い
た
。
伊
賀
上
野
は
、
津
藩
藤
堂
氏

の
城
下
町
で
、
町
の
北
寄
り
に
藤
堂
高

虎
（
一
五
五
六
〜
一
六
三
○
）
が
、
慶

長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
に
築
城
し
た

上
野
城
が
あ
る
。
上
野
城
は
、
天
下
三

名
城
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
石
垣
は
高

さ
三
○
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
て
、
日
本
一

の
高
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
 

徳
川
家
康
の
信
任
が
厚
か
っ
た
藤
堂

高
虎
は
、
伊
賀
国
と
伊
勢
国
の
三
二
万

四
○
○
○
石
を
領
有
し
た
大
名
で
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
と
な
る
ま

で
の
二
五
○
年
余
、
一
二
代
に
わ
た
っ

て
こ
の
地
に
君
臨
し
た
。
し
た
が
っ
て

城
下
町
は
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
市
街

が
ひ
ら
け
、
こ
こ
に
は
俳
聖
松
尾
芭
蕉

（
一
六
四
四
〜
九
四
）
の
生
家
や
、
芭

蕉
の
高
弟
服
部
土
芳
の
住
ん
だ
蓑
虫
庵

が
あ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
と
並
ん
で
伊
賀

上
野
を
有
名
に
し
た
の
は
、
寛
永
十
一

年
（
一
六
三
四
）
十
一
月
七
日
、
荒
木

又
右
衛
門
が
義
弟
渡
辺
数
馬
を
助
け
て

河
合
又
五
郎
を
討
っ
た
伊
賀
越
え
仇
討

ち
（
鍵
屋
の
辻
）
で
知
ら
れ
る
遺
跡
が

あ
り
、
日
本
三
大
仇
討
ち
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
。
 

少
し
余
談
に
な
る
が
、
奥
野
三
郎
兵

衛
さ
ん
が
記
し
た「
伊
勢
参
宮
道
中
扣
」

に
興
味
を
覚
え
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
、

そ
の
足
跡
を
訪
ね
た
。
伊
賀
上
野
で
は
、

二
人
が
泊
ま
っ
た
「
白
銀
屋
」
と
い
う

旅
籠
を
伊
賀
街
道
沿
い
（
現
伊
賀
市
上

野
中
町
）
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

旅
籠
の
面
影
は
な
い
も
の
の
、
建
物
は

残
っ
て
い
て
軒
瓦
に
屋
号
の
「
白
」
の

字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
近
所
の
人
の
話

で
は
、
戦
前
ま
で
旅
館
を
営
業
し
て
い

て
、
繁
盛
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
、

「
白
銀
屋
」
の
建
物
は
な
く
、
そ
の
跡

地
に
は
別
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
。
 

さ
て
、
二
人
が
泊
ま
っ
た
白
銀
屋
の

宿
泊
代
は
茶
代
（
五
○
文
）
を
含
め
て

一
人
三
五
○
文
。
西
国
三
十
三
所
巡
礼

や
善
光
寺
参
り
の
旅
籠
代
と
比
較
は
で

き
な
い
が
、
こ
の「
伊
勢
参
宮
道
中
扣
」

に
は
、
夕
食
・
朝
食
の
献
立
が
記
さ
れ

て
い
て
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
 

二
月
二
十
六
日
の
夕
食
と
翌
日
の
朝

食
の
献
立
は
 

　
　
夕
飯
　
皿
　
　
　
は
つ
切
み
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ろ
し
醤
油
 

　
　
　
　
　
菓
子
椀
　
ゆ
ば
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ほ
こ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
芋
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
竹
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
菜
 

　
　
　
　
　
酒
 

 　
　
朝
飯
　
焼
物
　
　
う
る
め
 

　
　
　
　
　
菓
子
椀
　
あ
け
と
う
布
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
い
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
こ
ん
布
 

と
記
し
て
い
る
。
 

ち
な
み
に
当
時
の
三
○
○
文
は
、
労

働
賃
金
の
日
当
二
日
分
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
賃
金
等
か
ら
み
て
、
物

価
は
極
め
て
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 

翌
二
十
七
日
の
早
朝
、
白
銀
屋
を
出

立
し
た
二
人
は
、
木
津
川
の
支
流
服
部

川
沿
い
の
伊
賀
街
道
を
東
に
進
み
、
朝

四
ツ
時
（
午
前
一
○
時
）
平
松
（
現
伊

賀
市
上
阿
波
平
松
）
の
伊
勢
屋
で
休
息

し
た
。
二
人
は
、
暖
を
と
る
口
実
か
、

朝
か
ら
「
は
ぜ
」
三
匹
を
酒
の
肴
に
二

合
を
飲
ん
で
い
る
。
今
日
の
泊
ま
り
は

松
坂
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
道
程
は
遠
い
。
 

笠
置
か
ら
伊
賀
上
野
へ
 

▲上野城 
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